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３．調査時期 
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４．回答者と回収率 
 質問紙の配布部数は、N幼稚園へ 120 部、T保育園へ 25 部配布。回答者数は、N幼稚園 66 名、
T保育園 23 名。回答者のうち、新規の回答者は、N幼稚園 19 名、T保育園４名であった。回収

































 N(％)    
 N幼稚園 T保育園 計 半年前（参考） 
20 歳代 3（4.5） 3（13.0） 6（6.7） 8（9.0） 
30 歳代 52（78.8） 17（73.9） 69（77.5） 65（73.0） 
40 歳代 10（15.1） 3（13.0） 13（14.6） 11（12.4） 
不明 1（1.5） 0 1（1.1） 5（5.6） 
計 66（100.0） 23（100.0） 89（100.0） 89（100.0） 
 N(％)    
 N幼稚園 T保育園 計 半年前（参考） 
１人 15（22.7） 6（26.1） 21（23.6） 24（27.0） 
２人 46（69.7） 10（43.5） 56（62.9） 52（58.4） 
３人 4（6.1） 5（21.7） 9（10.1） 11（12.4） 
４人以上 1（1.5） 2（8.7） 3（3.4） 2（2.2） 
計 66（100.0） 23（100.0） 89（100.0） 89（100.0） 
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 N(％)    
 N幼稚園 T保育園 計 半年前（参考） 
核家族 61（92.4） 16（69.6） 77（86.5） 75（84.3） 
拡大家族 3（4.5） 5（21.7） 8（9.0） 12（13.5） 
その他 2（3.0） 2（8.7） 4（4.5） 2（2.2） 
計 66（100.0） 23（100.0） 89（100.0） 89（100.0） 
 N(％)    
 N幼稚園 T保育園 計 半年前（参考） 
一戸建て 28（42.4） 19（82.6） 47（52.8） 39（43.8） 
集合住宅 38（57.6） 4（17.4） 42（47.2） 48（53.9） 
その他 0 0 0 2（2.2） 
計 66（100.0） 23（100.0） 89（100.0） 89（100.0） 
 N(％)    
 N幼稚園 T保育園 計 半年前（参考） 
あり 23（34.8） 22（95.7） 45（50.6） 41（46.1） 
なし 43（65.2） 1（4.3） 44（49.4） 47（52.8） 
その他 0 0 0 1（1.1） 
計 66（100.0） 23（100.0） 89（100.0） 89（100.0） 
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               N幼稚園 T保育園 計 半年前（参考） 
言うことを聞かない 21（31.8） 4（17.4） 25（28.1） 26（29.2） 
食に関すること 19（28.8） 6（26.1） 25（28.1） 14（15.7） 
アレルギー疾患などの病気 7（10.6） 2（8.6） 9（10.1） ― 
生活リズム生活習慣の樹立 6（9.1） 2（8.6） 8（9.0） ― 
感情が不安定なこと 5（7.6） 3（13.0） 8（9.0） ― 
落着きなく何をするか不明 5（7.6） 1（4.3） 6（6.7） ― 
ことばや発音に関すること 3（4.5） 1（4.3） 4（4.5） ― 
子どもの気持ちが分らない 0 2（8.7） 2（2.2） 5（5.6） 
あそびに関すること 2（3.0） 0 2（2.2） ― 
日常の世話すべてが大変 1（1.5） 1（4.3） 2（2.2） 12（13.5） 
その他 12（18.2） 4（17.4） 16（18.0） 20（22.5）＊ 
特に苦労はない 16（24.2） 6（26.1） 22（24.7） 20（22.5）＊ 
回答者数 66 23 89 89 
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               N幼稚園 T保育園 計 半年前（参考） 
自由時間がとれない 20（30.3） 6（26.1） 26（29.2） 18（20.2） 
仕事と育児の両立 14（21.2） 10（43.5） 24（27.0） 17（19.1） 
自分の健康維持、体調不良 16（24.2） 5（21.7） 21（23.6） 13（14.6） 
家事全般が煩わしい 10（15.2） 3（13.0） 13（14.6） ― 
経済的なこと 7（10.6） 4（17.4） 11（12.4） 5（5.6） 
配偶者の非協力 4（6.1） 1（4.3） 5（5.6） 5（5.6） 
親たちの口出し 2（3.0） 3（13.0） 5（5.6） 2（2.2） 
世の中から取り残される 1（1.5） 1（4.3） 2（2.2） ― 
親しいママ友がいない 0 0 0 1（1.1） 
その他 0 1（4.3） 1（1.1） 20（22.5）＊ 
特に苦労はなし 22（33.3） 4（17.4） 26（29.2） 20（22.5）＊ 
回答者数 66 23 89 89 
 注）―印；半年前には調査項目なし ＊印；半年前のデータは親自身と子に関する苦労の合計 
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苦労なし群 計 半年前（参考） 
健康であればよい 19（30.2） 12（46.2） 31（34.8） 52（58.4） 
親子の気持が通じ合う 22（34.9） 8（30.7） 30（33.7） 50（56.2） 
自主的な意思表示 26（41.3） 3（11.5） 29（32.6） 44（49.4） 
友達と仲良くする 20（31.7） 5（19.2） 25（28.1） 54（60.7） 
園でうまくやってゆく 14（22.2） 5（19.2） 19（21.3） 40（44.9） 
子の気持を受け止める 9（14.3） 1（3.8） 10（11.2） 12（13.5） 
言うことを聞く素直さ 1（1.6） 1（3.8） 2（2.2） 9（10.1） 
成長の指標に遅れない 2（3.2） 0 2（2.2） 7（7.9） 
稽古で可能性を伸ばす 1（1.6） 0 1（1.1） 5（5.6） 
その他 7（11.1） 1（3.8） 8（9.0） 12（13.5） 
不明(回答なし) 20（31.7） 4（15.4） 24（27.0） ― 







苦労なし群 計 半年前（参考） 
健康であればよい 20（31.7） 10（38.5） 30（33.7） 52（58.4） 
親子の気持が通じ合う 20（31.7） 9（34.6） 29（32.6） 50（56.2） 
自主的な意思表示 21（33.3） 8（30.8） 29（32.6） 44（49.4） 
友達と仲良くする 18（28.6） 6（23.1） 24（27.0） 54（60.7） 
園でうまくやってゆく 13（20.6） 5（19.2） 18（20.2） 40（44.9） 
子の気持を受け止める 6（9.5） 4（15.4） 10（11.2） 12（13.5） 
言うことを聞く素直さ 1（1.6） 1（3.8） 2（2.2） 9（10.1） 
成長の指標に遅れない 2（3.2） 0 2（2.2） 7（7.9） 
稽古で可能性を伸ばす 1（1.6） 0 1（1.1） 5（5.6） 
その他 5（7.9） 3（11.5） 8（9.0） 12（13.5） 
不明(回答なし) 24（38.1） 0 24（27.0） ― 














































歯みがきをする 41（61.2） 11（50.0） 52（58.4） 
知人に挨拶をする 37（55.2） 15（68.2） 52（58.4） 
いじわるをしない 41（61.2） 10（45.5） 51（57.3） 
家庭内で挨拶をする 33（49.3） 14（63.6） 47（52.8） 
就寝時間 31（46.3） 12（54.5） 43（48.3） 
食事中のマナー 27（40.3） 13（59.1） 40（44.9） 
起床時間 16（23.9） 10（15.5） 26（29.2） 
食事を残さない 14（20.9） 8（36.4） 22（24.7） 
登園する、休まない 15（22.4） 7（31.8） 22（24.7） 
親の言うことを聞く 13（19.4） 3（13.6） 16（18.0） 
テレビを見る時間 9（13.4） 7（31.8） 16（18.0） 
衣類の着脱をきちんとする 10（14.9） 6（27.3） 16（18.0） 
ぐずぐず言わない 8（11.9） 3（13.6） 11（12.4） 
食事にかける時間 3（4.5） 4（18.2） 7（7.9） 
けいこ事を休まない 4（6.0） 1（4.5） 5（5.6） 
その他 7（10.4） 0 7（7.9） 
不明(回答なし) 25（37.3） 0 25（28.1） 
回答者数 67 22 89 
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歯みがきをする 37（58.7） 14（53.8） 51（57.3） 
知人に挨拶をする 35（55.6） 16（61.5） 51（57.3） 
いじわるをしない 36（57.1） 14（53.8） 50（56.2） 
家庭内で挨拶をする 32（50.8） 14（53.8） 46（51.7） 
就寝時間 30（47.6） 12（46.2） 42（47.2） 
食事中のマナー 26（41.3） 13（50.0） 39（43.8） 
起床時間 17（27.0） 9（34.6） 26（29.2） 
食事を残さない 12（19.0） 10（38.5） 22（24.7） 
登園する、休まない 15（23.8） 7（26.9） 22（24.7） 
親の言うことを聞く 13（20.6） 2（7.7） 15（16.9） 
テレビを見る時間 11（17.5） 5（19.2） 16（18.0） 
衣類の着脱をきちんとする 8（12.7） 7（26.9） 15（16.9） 
ぐずぐず言わない 9（14.3） 2（7.7） 11（12.4） 
食事にかける時間 4（6.3） 3（11.5） 7（7.9） 
けいこ事を休まない 5（7.9） 0 5（5.6） 
その他 6（9.5） 1（3.8） 7（7.9） 
不明(回答なし) 25（39.7） 0 25（28.1） 
回答者数 63 26 89 
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はみがきをする 2（3.0） 1（4.5） 3（3.4） 
知人にあいさつをする 2（3.0） 2（9.1） 4（4.5） 
いじわるをしない 4（5.9） 3（13.6） 7（7.9） 
家庭内であいさつをする 4（5.9） 2（9.1） 6（6.7） 
就寝時間 3（4.5） 2（9.1） 5（5.6） 
食事中のマナー 5（7.5） 3（13.6） 8（9.0） 
起床時間 13（19.4） 5（22.7） 18（20.2） 
食事を残さない 12（17.9） 4（18.2） 16（18.0） 
登園する、休まない 8（11.9） 2（9.1） 10（11.2） 
親の言うことを聞く 2（3.0） 2（9.1） 4（4.5） 
テレビを見る時間 23（34.3） 7（31.8） 30（33.7） 
衣類の着脱をきちんとする 15（22.4） 4（18.2） 19（21.3） 
ぐずぐず言わない 6（9.0） 3（13.6） 9（10.1） 
食事にかける時間 27（40.3） 7（31.8） 34（38.2） 
けいこ事を休まない 1（1.5） 0 1（1.1） 
その他 8（11.9） 0 8（9.0） 
不明(回答なし) 33（49.3） 8（36.4） 41（46.1） 






はみがきをする 2（3.2） 1（3.8） 3（3.8） 
知人に挨拶をする 3（4.8） 1（3.8） 4（4.5） 
いじわるをしない 5（7.9） 2（7.7） 7（7.9） 
家庭内で挨拶をする 5（7.9） 1（3.8） 6（6.7） 
就寝時間 5（7.9） 0 5（5.6） 
食事中のマナー 6（9.5） 2（7.7） 8（9.0） 
起床時間 13（20.6） 5（19.2） 18（20.2） 
食事を残さない 13（20.6） 3（11.5） 16（18.0） 
登園する、休まない 8（12.7） 2（7.7） 10（11.2） 
親の言うことを聞く 2（3.2） 2（7.7） 4（4.5） 
テレビを見る時間 27（42.9） 3（11.5） 30（33.7） 
衣類の着脱をきちんとする 13（20.6） 6（23.1） 19（21.3） 
ぐずぐず言わない 3（4.8） 6（23.1） 9（10.1） 
食事にかける時間 28（44.4） 6（23.1） 34（38.2） 
けいこ事を休まない 1（1.6） 0 1（1.2） 
その他 6（9.5） 2（7.7） 8（9.0） 
不明(回答なし) 33（52.4） 8（30.8） 41（46.1） 
回答者数 63 26 89 
 
実践女子大学人間社会学部 紀要 第六集 
 
－ 82 － 
(4) 泣く時の対処法 


































 親自身の 苦労あり群 
親自身の 
苦労なし群 計 半年前（参考） 
言葉かけ、機嫌を取る 35（55.6） 5（19.2） 40（44.9） 34（38.2） 
抱っこする 43（68.3） 13（50.0） 56（62.9） 41（46.1） 
放っておく 13（20.6） 6（23.1） 19（21.3） 29（32.6） 
気分転換を図る 10（15.9） 3（11.5） 13（14.9） 33（37.2） 
口で叱る 5（7.9） 1（3.8） 6（6.7） 16（18.0） 
叩く 1（1.6） 0 1（1.1） 0 
その他 7（11.1） 6（23.1） 13（14.6） 6（6.7） 
不明(回答なし) 25（39.7） 0 25（28.1） ― 





苦労なし群 計 半年前（参考） 
言葉かけ、機嫌を取る 35（52.2） 5（22.7） 40（44.9） 34（38.2） 
抱っこする 45（67.2） 12（54.5） 57（64.0） 41（46.1） 
放っておく 13（19.4） 6（27.3） 19（21.3） 29（32.6） 
気分転換を図る 11（16.4） 3（13.6） 14（15.7） 33（37.2） 
口で叱る 6（9.0） 0 6（6.7） 16（18.0） 
叩く 1（1.5） 0 1（1.1） 0 
その他 8（11.9） 5（22.7） 13（14.6） 6（6.7） 
不明(回答なし) 25（37.3） 0 25（28.1） ― 













































苦労なし群 計 半年前（参考） 
5 時台 0 1（4.5） 1（1.1） 3（3.4） 
6 時台前半 2（3.0） 2（9.1） 4（4.5） 16（18.0） 
6 時台後半 16（23.9） 6（27.3） 22（24.7） 23（25.8） 
7 時台前半 27（40.3） 9（40.9） 36（40.4） 29（32.6） 
7 時台後半 18（26.9） 4（18.2） 22（24.7） 12（13.5） 
8 時台前半 4（6.0） 0 4（4.5） 3（3.4） 
不明 0 0 0 3（3.4） 
 計 67（100.0） 22（100.0） 89（100.0） 89（100.0） 
 N(％) 
 親自身の 苦労あり群 
親自身の 
苦労なし群 計 半年前（参考） 
5 時台 1（1.6） 0 1（1.1） 3（3.4） 
6 時台前半 2（3.2） 2（7.7） 4（4.5） 16（18.0） 
6 時台後半 16（25.4） 5（19.2） 21（23.6） 23（25.8） 
7 時台前半 25（39.7） 11（42.3） 36（40.4） 29（32.6） 
7 時台後半 15（23.8） 7（26.9） 22（24.7） 12（13.5） 
8 時台前半 3（4.8） 1（3.8） 4（4.5） 3（3.4） 
不明 1（1.6） 0 1（1.1） 3（3.4） 
 計 63（100.0） 26（100.0） 89（100.0） 89（100.0） 
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 平日の子どもの就寝時間は、全体的に最も多い時間帯は 21 時台前半の 38.2％であり、休
日の就寝時間で最も多い時間帯は、同じく 21 時台前半の 33.7％であった。その差は 4.5 ポ
イントほどであり、就寝時間は起床時間ほどには遅くなっていない。 





苦労なし群 計 半年前（参考） 
6 時台前半 0 2（9.1） 2（2.2） 9（10.1） 
6 時台後半 4（6.0） 3（13.6） 7（7.9） 9（10.1） 
7 時台前半 20（29.9） 7（31.8） 27（30.3） 23（25.8） 
7 時台後半 14（20.9） 3（13.6） 17（19.1） 14（15.7） 
8 時台前半 21（31.3） 5（22.7） 26（29.2） 23（25.8） 
8 時台後半 6（9.0） 1（4.5） 7（7.9） 4（4.5） 
9 時台前半 2（3.0） 1（4.5） 3（3.4） 3（3.4） 





苦労なし群 計 半年前（参考） 
6 時台前半 1（1.6） 1（3.8） 2（2.2） 9（10.1） 
6 時台後半 4（6.3） 3（11.5） 7（7.9） 9（10.1） 
7 時台前半 18（28.6） 9（34.6） 27（30.3） 23（25.8） 
7 時台後半 15（23.8） 1（3.8） 16（18.0） 14（15.7） 
8 時台前半 17（27.0） 9（34.6） 26（29.2） 23（25.8） 
8 時台後半 5（7.9） 2（7.7） 7（7.9） 4（4.5） 
9 時台前半 2（3.2） 1（3.8） 3（3.4） 3（3.4） 
不明 1（1.6） 0 1（1.1） 4（4.5） 
 計 63（100.0） 26（100.0） 89（100.0） 89（100.0） 
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群」では 21時台後半の 17.9％であった。「苦労なし群」の方が早寝の傾向がみられた。 
 休日の二番目は「子どもに関する苦労なし群」では、19 時台、21 時台後半、22 時台前半
のいずれもが 13.6％であった。「苦労あり群」の二番目は 21 時台後半の 28.4％であり、平日
と同じく「苦労なし群」の方が早寝の傾向がみられた（表 20、表 22）。 
 また「親に関する苦労なし群」で平日に最も多いのは 20 時台前半の 30.8％で、二番目は
20 時台後半の 23.1％であり、「苦労あり群」で最も多いのは 21 時台前半の 41.3％で、二番
目は 20 時台後半と 21 時台後半の 17.5％であった。「苦労なし群」の方が早寝の傾向がみら
れた。休日の「親に関する苦労なし群」で最も多いのは 20 時台後半の 26.9％で、二番目は
21 時台前半の 23.1％であった。「苦労あり群」で最も多いのは 21 時台前半の 38.1％で、二
番目は 21 時台後半の 27％であった。「苦労なし群」の方が早寝の傾向がみられた（表 21、
表 23）。 
 なお、半年前のデータと比較してみると、平日では、22 時台後半から 24 時以降に就寝す























苦労なし群 計 半年前（参考） 
19 時台 4（6.0） 5（22.7） 9（10.1） 8（9.0） 
20 時台前半 4（6.0） 1（4.5） 5（5.6） 14（15.7） 
20 時台後半 13（19.4） 4（18.2） 17（19.1） 16（18.0） 
21 時台前半 27（40.3） 7（31.8） 34（38.2） 24（27.0） 
21 時台後半 12（17.9） 2（9.1） 14（15.7） 13（14.6） 
22 時台前半 7（10.4） 2（9.1） 9（10.1） 3（3.4） 
22 時台後半 0 0 0 4（4.5） 
23 時台前半 0 0 0 2（2.2） 
23 時台後半 0 0 0 1（1.1） 
24 時以降 0 0 0 1（1.1） 
不明 0 1（4.5） 1（1.1） 3（3.4） 
 計 67（100.0） 22（100.0） 89（100.0） 89（100.0） 
実践女子大学人間社会学部 紀要 第六集 
 









































苦労なし群 計 半年前（参考） 
19 時台 4（6.3） 4（15.4） 8（9.0） 8（9.0） 
20 時台前半 3（4.8） 2（7.7） 5（5.6） 14（15.7） 
20 時台後半 11（17.5） 6（23.1） 17（19.1） 16（18.0） 
21 時台前半 26（41.3） 8（30.8） 34（38.2） 24（27.0） 
21 時台後半 11（17.5） 3（11.5） 14（15.7） 13（14.6） 
22 時台前半 6（9.5） 0 9（10.1） 3（3.4） 
22 時台後半 0 0 0 4（4.5） 
23 時台前半 0 0 0 2（2.2） 
23 時台後半 0 0 0 1（1.1） 
24 時以降 0 0 0 1（1.1） 
不明 2（3.2） 0 2（2.2） 3（3.4） 





苦労なし群 計 半年前（参考） 
19 時台 0 3（13.6） 3（3.4） 2（2.2） 
20 時台前半 6（9.0） 2（9.1） 8（9.0） 9（10.1） 
20 時台後半 10（14.9） 2（9.1） 12（13.5） 10（11.2） 
21 時台前半 23（34.3） 7（31.8） 30（33.7） 27（30.3） 
21 時台後半 19（28.4） 3（13.6） 22（24.7） 18（20.2） 
22 時台前半 8（11.9） 3（13.6） 11（12.4） 7（7.9） 
22 時台後半 1（1.5） 0 1（1.1） 3（3.4） 
23 時台前半 0 0 0 4（4.5） 
23 時台後半 0 2（9.1） 2（2.2） 0 
24 時以降 0 0 0 3（3.4） 
不明 0 0 0 6（6.7） 
 計 67（100.0） 22（100.0） 89（100.0） 89（100.0） 
窪・井狩：母親が感じる育児上の「困難」に関する研究(3) 
 






































苦労なし群 計 半年前（参考） 
19 時台 1（1.6） 2（7.7） 3（3.4） 2（2.2） 
20 時台前半 7（11.1） 1（3.8） 8（9.0） 9（10.1） 
20 時台後半 4（6.3） 7（26.9） 11（12.4） 10（11.2） 
21 時台前半 24（38.1） 6（23.1） 30（33.7） 27（30.3） 
21 時台後半 17（27.0） 5（19.2） 22（24.7） 18（20.2） 
22 時台前半 7（11.1） 4（15.4） 11（12.4） 7（7.9） 
22 時台後半 1（1.6） 0 1（1.1） 3（3.4） 
23 時台前半 0 0 0 4（4.5） 
23 時台後半 1（1.6） 1（3.8） 2（2.2） 0 
24 時以降 0 0 0 3（3.4） 
不明 1（1.6） 0 1（1.1） 6（6.7） 
 計 63（100.0） 26（100.0） 89（100.0） 89（100.0） 
 N(％) 
 子どもに関する苦労あり群 子どもに関する苦労なし群 計 
朝食なし 0 1（4.5） 1（1.1） 
6 時台後半 3（4.5） 2（9.1） 5（5.6） 
7 時台前半 21（31.3） 12（54.5） 33（37.1） 
7 時台後半 29（43.3） 4（18.2） 33（37.1） 
8 時台前半 11（16.4） 3（13.6） 14（15.7） 
8 時台後半 3（4.5） 0 3（3.4） 
計 67（100.0） 22（100.0） 89（100.0） 
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 親自身の苦労あり群 親自身の苦労なし群 計 
なし 1（1.6） 0 1（1.1） 
6 時台後半 3（4.8） 2（7.7） 5（5.6） 
7 時台前半 22（34.9） 10（38.5） 32（36.0） 
7 時台後半 25（39.7） 8（30.8） 33（37.1） 
8 時台前半 9（14.3） 5（19.2） 14（15.7） 
8 時台後半 2（3.2） 1（3.8） 3（3.4） 
不明 1（1.6） 0 1（1.1） 
計 63（100.0） 26（100.0） 89（100.0） 
 N(％) 
 子どもに関する苦労あり群 子どもに関する苦労なし群 計 
6 時台後半 0 1（4.5） 1（1.1） 
7 時台前半 3（4.5） 3（13.6） 6（6.7） 
7 時台後半 9（13.4） 4（18.2） 13（14.6） 
8 時台前半 17（25.4） 6（27.3） 23（25.8） 
8 時台後半 20（29.9） 4（18.2） 24（27.0） 
9 時台前半 12（17.9） 3（13.6） 15（16.9） 
9 時台後半 5（7.5） 0 5（5.6） 
10 時以降 1（1.5） 1（4.5） 2（2.2） 



















の 36.4％、「親自身の苦労なし群」が同じく 18 時台後半の 42.3％であるのに対し、「子ども



















 親自身の苦労あり群 親自身の苦労なし群 計 
6 時台後半 0 1（3.8） 1（1.1） 
7 時台前半 3（4.8） 3（11.5） 6（6.7） 
7 時台後半 11（17.5） 2（7.7） 13（14.6） 
8 時台前半 16（25.4） 7（26.9） 23（25.8） 
8 時台後半 15（23.8） 8（30.8） 23（25.6） 
9 時台前半 11（17.5） 4（15.4） 15（16.9） 
9 時台後半 4（6.3） 1（3.8） 5（5.6） 
10 時以降 2（3.2） 0 2（2.2） 
不明 1（1.6） 0 1（1.1） 
計 63（100.0） 26（100.0） 89（100.0） 
 
 N(％) 
 子どもに関する苦労あり群 子どもに関する苦労なし群 計 
17 時前 1（1.5） 0 1（1.1） 
17 時台前半 3（4.5） 2（9.1） 5（5.6） 
17 時台後半 3（4.5） 0 3（3.4） 
18 時台前半 13（19.4） 5（22.7） 18（20.2） 
18 時台後半 15（22.4） 8（36.4） 23（25.8） 
19 時台前半 23（34.3） 5（22.7） 28（31.5） 
19 時台後半 7（10.4） 0 7（7.9） 
20 時台前半 2（3.0） 1（4.5） 3（3.4） 
不明 0 1（4.5） 1（1.1） 
回答者数 67 22 89 
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 休日の夕食時間で多いのは、全体では 19 時台前半の 43.8％で、平日の時間帯と同じであ
る。「子どもに関する苦労なし群」の二番目が 18時台前半と 19時台前半の 36.4％、「苦労あ
り群」は 19時台前半の 46.3％が最も多く、次が 18時台後半の 20.9％であった。夕食時間は
「苦労なし群」の方がやや早い傾向がみられた。「親自身の苦労なし群」は 19 時台前半が
46.2％、18 時台後半 26.9％であるのに対し、「苦労あり群」は 19 時台前半 42.9％、18 時台















 親自身の苦労あり群 親自身の苦労なし群 計 
17 時前 1（1.6） 0 1（1.1） 
17 時台前半 3（4.8） 1（3.8） 4（4.5） 
17 時台後半 3（4.8） 0 3（3.4） 
18 時台前半 12（19.0） 6（23.1） 18（20.2） 
18 時台後半 12（19.0） 11（42.3） 23（25.8） 
19 時台前半 21（33.3） 7（26.9） 28（31.5） 
19 時台後半 6（9.5） 1（3.8） 7（7.9） 
20 時台前半 3（4.8） 0 3（3.4） 
不明 2（3.2） 0 2（2.2） 
計 63（100.0） 26（100.0） 89（100.0） 
 N(％) 
 子どもに関する苦労あり群 子どもに関する苦労なし群 計 
17 時台前半 2（3.0） 1（4.5） 3（3.4） 
17 時台後半 3（4.5） 0 3（3.4） 
18 時台前半 10（14.9） 8（36.4） 18（20.2） 
18 時台後半 14（20.9） 4（18.2） 18（20.2） 
19 時台前半 31（46.3） 8（36.4） 39（43.8） 
19 時台後半 6（9.0） 1（4.5） 7（7.9） 
20 時台前半 1（1.5） 0 1（1.1） 
計 67（100.0） 22（100.0） 89（100.0） 
窪・井狩：母親が感じる育児上の「困難」に関する研究(3) 
 






































 親自身の苦労あり群 親自身の苦労なし群 計 
17 時台前半 2（3.2） 1（3.8） 3（3.4） 
17 時台後半 2（3.2） 0 2（2.2） 
18 時台前半 13（20.6） 5（19.2） 18（20.2） 
18 時台後半 11（17.5） 7（26.9） 18（20.2） 
19 時台前半 27（42.9） 12（46.2） 39（43.8） 
19 時台後半 6（9.5） 1（3.8） 7（7.9） 
20 時台前半 1（1.6） 0 1（1.1） 
不明 1（1.6） 0 1（1.1） 
計 63（100.0） 26（100.0） 89（100.0） 
 N(％) 
 子に関する苦労あり群 子に関する苦労なし群 計 
5 時台 8（11.9） 4（18.2） 12（13.5） 
6 時台前半 21（31.3） 7（31.8） 28（31.5） 
6 時台後半 25（37.3） 5（22.7） 30（33.7） 
7 時台前半 13（19.4） 5（22.7） 18（20.2） 
7 時台後半 0 1（4.5） 1（1.1） 
 計 67（100.0） 22（100.0） 89（100.0） 
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 親自身の苦労あり群 親自身の苦労なし群 計 
5 時台 10（15.9） 2（7.7） 12（13.5） 
6 時台前半 21（33.3） 7（26.9） 28（31.5） 
6 時台後半 18（28.6） 11（42.3） 29（32.6） 
7 時台前半 13（20.6） 5（19.2） 18（20.2） 
7 時台後半 0 1（3.8） 1（1.1） 
不明 1（1.6） 0 1（1.1） 
 計 63（100.0） 26（100.0） 89（100.0） 
 N(％) 
 子どもに関する苦労あり群 子どもに関する苦労なし群 計 
5 時台 2（3.0） 2（9.1） 4（4.5） 
6 時台前半 4（6.0） 1（4.5） 5（5.6） 
6 時台後半 8（11.9） 2（9.1） 10（11.2） 
7 時台前半 17（25.4） 8（36.4） 25（28.1） 
7 時台後半 16（23.9） 4（18.2） 20（22.5） 
8 時台前半 15（22.4） 3（13.6） 18（20.2） 
8 時台後半 5（7.5） 0 5（5.6） 
9 時台前半 0 2（9.1） 2（2.2） 
 計 67（100.0） 22（100.0） 89（100.0） 
 N(％) 
 親自身の苦労あり群 親自身の苦労なし群 計 
5 時台 2（3.2） 2（7.7） 4（4.5） 
6 時台前半 4（6.3） 1（3.8） 5（5.6） 
6 時台後半 8（12.7） 2（7.7） 10（11.2） 
7 時台前半 15（23.8） 10（38.5） 25（28.1） 
7 時台後半 14（22.2） 5（19.2） 19（21.3） 
8 時台前半 15（23.8） 3（11.5） 18（20.2） 
8 時台後半 4（6.3） 1（3.8） 5（5.6） 
9 時台前半 0 2（7.7） 2（2.2） 
不明 1（1.6） 0 1（1.1） 
 計 63（100.0） 26（100.0） 89（100.0） 
窪・井狩：母親が感じる育児上の「困難」に関する研究(3) 
 
－ 93 － 
 平日の親の就寝時間は、全体的に最も多い時間帯は 24 時以降の 30.3％であるが、「子ども
に関する苦労なし群」は 24 時以降 31.8％、22 時台前半 27.3％であるのに対し、「苦労あり
群」は 24 時以降 29.9％、23 時台前半 25.4％であった。また「親に関する苦労なし群」は 23
時台前半の 26.9％が最も多く、22 時台前半と 24 時以降がそれぞれ 19.2％であった。「苦労
あり群」は 24時以降が 33.3％、23 時台前半 22.2％で、いずれも「苦労なし群」の方が早め
































 子どもに関する苦労あり群 子どもに関する苦労なし群 計 
20 時台前半 3（4.5） 0 3（3.4） 
20 時台後半 1（1.5） 1（4.5） 2（2.2） 
21 時台前半 6（9.0） 2（9.1） 8（9.0） 
21 時台後半 2（3.0） 0 2（2.2） 
22 時台前半 11（16.4） 6（27.3） 17（19.1） 
22 時台後半 3（4.5） 1（4.5） 4（4.5） 
23 時台前半 17（25.4） 4（18.2） 21（23.6） 
23 時台後半 4（6.0） 1（4.5） 5（5.6） 
24 時以降 20（29.9） 7（31.8） 27（30.3） 
 計 67（100.0） 22（100.0） 89（100.0） 
 N(％) 
 親自身の苦労あり群 親自身の苦労なし群 計 
19 時台 0 0 0 
20 時台前半 1（1.6） 2（7.7） 3（3.4） 
20 時台後半 2（3.2） 0 2（2.2） 
21 時台前半 5（7.9） 3（11.5） 8（9.0） 
21 時台後半 1（1.6） 1（3.8） 2（2.2） 
22 時台前半 12（7.9） 5（19.2） 17（19.1） 
22 時台後半 4（6.3） 0 4（4.5） 
23 時台前半 14（22.2） 7（26.9） 21（23.6） 
23 時台後半 2（3.2） 3（11.5） 5（5.6） 
24 時以降 21（33.3） 5（19.2） 26（29.2） 
不明 1（1.6） 0 1（1.1） 
 計 63（100.0） 26（100.0） 89（100.0） 
実践女子大学人間社会学部 紀要 第六集 
 
－ 94 － 
 休日の親の就寝時間は、最も多い時間帯は全体的には 24 時以降の 37.0％であったが、「子
どもに関する苦労なし群」は 22 時台前半と 24 時以降の 31.8％が最も多かった。「苦労あり
群」は 24時以降の 38.8％が最も多く、次は 23 時台後半の 20.9％であった。また「親に関す
る苦労なし群」で最も多いのは 24時以降の 30.8％で、次は 22時台前半の 26.9％であった。
「苦労あり群」で最も多いのは 24 時以降の 38.1％で、次は、23時台前半の 20.6％であった。





























 子どもに関する苦労あり群 子どもに関する苦労なし群 計 
20 時台前半 2（3.0） 1（4.5） 3（3.4） 
20 時台後半 0 0 0 
21 時台前半 6（9.0） 2（9.1） 8（9.0） 
21 時台後半 2（3.0） 1（4.5） 3（3.4） 
22 時台前半 11（16.4） 7（31.8） 18（20.2） 
22 時台後半 4（6.0） 0 4（4.5） 
23 時台前半 14（20.9） 4（18.2） 18（20.2） 
23 時台後半 2（3.0） 0 2（2.2） 
24 時以降 26（38.8） 7（31.8） 33（37.0） 
 計 67（100.0） 22（100.0） 89（100.0） 
 N(％) 
 親自身の苦労あり群 親自身の苦労なし群 計 
20 時台前半 1（1.6） 2（7.7） 3（3.4） 
20 時台後半 0 0 0 
21 時台前半 7（11.1） 1（3.8） 8（9.0） 
21 時台後半 2（3.2） 1（3.8） 3（3.4） 
22 時台前半 11（17.5） 7（26.9） 18（20.2） 
22 時台後半 3（4.8） 1（3.8） 4（4.5） 
23 時台前半 13（20.6） 5（19.2） 18（20.2） 
23 時台後半 1（1.6） 1（3.8） 2（2.2） 
24 時以降 24（38.1） 8（30.8） 32（36.0） 
不明 1（1.6） 0 1（1.1） 




































 子どもに関する苦労あり群 子どもに関する苦労なし群 計 
朝食なし 0 1（4.5） 1（1.1） 
6 時台後半 8（11.9） 3（13.6） 11（12.4） 
7 時台前半 19（28.4） 7（31.8） 26（29.2） 
7 時台後半 21（31.3） 3（13.6） 24（27.0） 
8 時台前半 7（10.4） 3（13.6） 10（11.2） 
8 時台後半 6（9.0） 2（9.1） 8（9.0） 
9 時台前半 3（4.5） 0 3（3.4） 
9 時台後半 2（3.2） 0 2（2.2） 
不明 1（1.6） 3（13.6） 4（4.5） 
計 67（100.0） 22（100.0） 89（100.0） 
 N(％) 
 親自身の苦労あり群 親自身の苦労なし群 計 
朝食なし 1（1.6） 0 1（1.1） 
6 時台後半 9（14.3） 2（7.7） 11（12.4） 
7 時台前半 19（30.2） 7（26.9） 26（29.2） 
7 時台後半 16（25.4） 8（30.8） 24（27.0） 
8 時台前半 6（9.5） 4（15.4） 10（11.2） 
8 時台後半 7（11.1） 1（3.8） 8（9.0） 
9 時台前半 1（1.6） 1（3.8） 2（2.2） 
9 時台後半 1（1.6） 1（3.8） 2（2.2） 
不明 3（4.8） 2（7.7） 5（5.6） 
計 63（100.0） 26（100.0） 89（100.0） 
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 子どもに関する苦労あり群 子どもに関する苦労なし群 計 
6 時台後半 0 1（4.5） 1（1.1） 
7 時台前半 4（6.0） 1（4.5） 5（5.6） 
7 時台後半 12（17.9） 5（22.7） 17（19.1） 
8 時台前半 13（19.4） 5（22.7） 18（20.2） 
8 時台後半 15（22.4） 3（13.6） 18（20.2） 
9 時台前半 14（20.9） 2（9.1） 16（18.0） 
9 時台後半 6（9.0） 1（4.5） 7（7.9） 
10 時以降 1（1.5） 2（9.1） 3（3.4） 
不明 2（3.0） 2（9.1） 4（4.5） 
計 67（100.0） 22（100.0） 89（100.0） 
 N(％) 
 親自身の苦労あり群 親自身の苦労なし群 計 
6 時台後半 0 1（3.8） 1（1.1） 
7 時台前半 4（6.3） 1（3.8） 5（5.6） 
7 時台後半 12（19.0） 5（19.2） 17（19.1） 
8 時台前半 12（19.0） 6（23.1） 18（20.2） 
8 時台後半 13（20.6） 4（15.4） 17（19.1） 
9 時台前半 12（19.0） 4（15.4） 16（18.0） 
9 時台後半 5（7.9） 2（7.7） 7（7.9） 
10 時以降 2（3.2） 1（3.8） 3（3.4） 
不明 3（4.8） 2（7.7） 5（5.6） 
計 63（100.0） 26（100.0） 89（100.0） 
窪・井狩：母親が感じる育児上の「困難」に関する研究(3) 
 
－ 97 － 
 平日の親の夕食時間については、最も多いのは、「子どもに関わる苦労なし群」が 18 時台
後半 31.8％、「親自身の苦労なし群」同 34.6％であるのに対し、「子どもに関わる苦労あり群」
は 19 時台前半 28.4％、「親自身の苦労あり群」同 25.4％であった。両方とも「苦労なし群」




























 子どもに関する苦労あり群 子どもに関する苦労なし群 計 
17 時前 1（1.5） 0 1（1.1） 
17 時台前半 3（4.5） 2（9.1） 5（5.6） 
17 時台後半 3（4.5） 0 3（3.4） 
18 時台前半 12（17.9） 5（22.7） 17（19.1） 
18 時台後半 15（22.4） 7（31.8） 22（24.7） 
19 時台前半 19（28.4） 5（22.7） 24（27.0） 
19 時台後半 7（10.4） 0 7（7.9） 
20 時台前半 5（7.5） 2（9.1） 7（7.9） 
20 時台後半 0 0 0 
21 時以降 1（1.5） 0 1（1.1） 
不明 1（1.5） 1（4.5） 2（2.2） 
計 67（100.0） 22（100.0） 89（100.0） 
 N(％) 
 親自身の苦労あり群 親自身の苦労なし群 計 
17 時前 1（1.6） 0 1（1.1） 
17 時台前半 3（4.8） 1（3.8） 4（4.5） 
17 時台後半 3（4.8） 0 3（3.4） 
18 時台前半 11（17.5） 6（23.1） 17（19.1） 
18 時台後半 13（20.6） 9（34.6） 22（24.7） 
19 時台前半 16（25.4） 8（30.8） 24（27.0） 
19 時台後半 7（11.1） 0 7（7.9） 
20 時台前半 6（9.5） 1（3.8） 7（7.9） 
20 時台後半 0 0 0 
21 時以降 1（1.6） 0 1（1.1） 
不明 2（3.2） 1（3.8） 3（3.4） 
計 63（100.0） 26（100.0） 89（100.0） 
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 休日の夕食時間で多いのは、全体では 19 時台前半の 40.4％である。「子どもに関わる苦労
なし群」は 18時台前半が 36.4％、「苦労あり群」が 19 時台前半の 44.8％であった。「苦労な
し群」の方がやや早い夕食時間であった。「親自身の苦労なし群」は 19 時台前半が 38.5％、
18 時台後半 30.8％であるのに対し、「苦労あり群」は 19時台前半 41.3％、18 時台前半 20.6％

































 子どもに関する苦労あり群 子どもに関する苦労なし群 計 
17 時台前半 2（3.0） 1（4.5） 3（3.4） 
17 時台後半 3（4.5） 0 3（3.4） 
18 時台前半 10（14.9） 8（36.4） 18（20.2） 
18 時台後半 13（19.4） 5（22.7） 18（20.2） 
19 時台前半 30（44.8） 6（27.3） 36（40.4） 
19 時台後半 7（10.4） 1（4.5） 8（9.0） 
20 時台前半 1（1.5） 0 1（1.1） 
不明 1（1.5） 1（4.5） 2（2.2） 
計 67（100.0） 22（100.0） 87（100.0） 
 N(％) 
 親自身の苦労あり群 親自身の苦労なし群 計 
17 時台前半 2（3.2） 1（3.8） 3（3.4） 
17 時台後半 2（3.2） 0 2（2.2） 
18 時台前半 13（20.6） 5（19.2） 18（20.2） 
18 時台後半 10（15.9） 8（30.8） 18（20.2） 
19 時台前半 26（41.3） 10（38.5） 36（40.4） 
19 時台後半 7（11.1） 1（3.8） 8（9.0） 
20 時台前半 1（1.6） 0 1（1.1） 
不明 2（3.2） 1（3.8） 3（3.4） 
計 63（100.0） 26（100.0） 89（100.0） 
窪・井狩：母親が感じる育児上の「困難」に関する研究(3) 
 




































 子どもに関する苦労あり群 子どもに関する苦労なし群 
 対象者数 一致者数 一致度(％) 対象者数 一致者数 一致度(％) 
起床時間 67 21 31.3 22 7 31.8 
就寝時間 67 42 62.7 21 12 57.1 
朝食時間 67 10 14.9 22 4 18.2 
夕食時間 67 34 50.7 21 13 61.9 
 親自身の苦労あり群 親自身の苦労なし群 
起床時間 63 8 28.6 26 10 38.5 
就寝時間 62 35 56.5 26 19 73.1 
朝食時間 63 8 12.7 26 6 23.1 
夕食時間 62 34 54.8 26 13 50.0 
 N(％) 
 子どもに関する苦労あり群 子どもに関する苦労なし群 
 対象者数 一致者数 一致度(％) 対象者数 一致者数 一致度(％) 
起床時間 67 10 14.9 22 6 27.3 
就寝時間 67 42 62.7 22 15 68.2 
朝食時間 64 13 20.3 19 2 10.5 
夕食時間 66 35 53.0 21 13 61.9 
 親自身の苦労あり群 親自身の苦労なし群 
起床時間 63 9 14.3 26 7 26.9 
就寝時間 63 38 60.3 26 19 73.1 
朝食時間 60 11 18.3 23 4 17.4 
夕食時間 62 32 51.6 25 16 64.0 
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② 子どもと親の生活時間の比較 

































 子どもに関する苦労あり群 子どもに関する苦労なし群 
 対象者数 一致者数 一致度(％) 対象者数 一致者数 一致度(％) 
起床時間 67 10 14.9 22 9 40.9 
就寝時間 67 6 8.9 21 1 4.8 
朝食時間 66 36 54.5 19 14 73.7 
夕食時間 67 59 89.4 21 19 90.5 
 親自身の苦労あり群 親自身の苦労なし群 
起床時間 63 10 15.8 26 9 34.6 
就寝時間 62 8 12.9 26 3 11.5 
朝食時間 61 36 59.0 24 14 58.3 
夕食時間 62 56 90.3 25 21 84.0 
 N(％) 
 子どもに関する苦労あり群 子どもに関する苦労なし群 
 対象者数 一致者数 一致度(％) 対象者数 一致者数 一致度(％) 
起床時間 67 33 49.8 22 7 31.8 
就寝時間 67 9 13.4 22 2 9.1 
朝食時間 65 42 64.6 20 11 55.0 
夕食時間 66 58 87.9 21 19 90.5 
 親自身の苦労あり群 親自身の苦労なし群 
起床時間 63 30 47.6 26 10 38.5 
就寝時間 63 7 11.1 26 4 15.4 
朝食時間 61 43 70.5 24 10 41.7 
夕食時間 62 56 90.3 25 20 80.0 
窪・井狩：母親が感じる育児上の「困難」に関する研究(3) 
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下記の各質問について、あてはまるものに○、（  ）内にはあてはまることをご記入下さい。 
あなたのお名前（カタカナで）： 
（          ） 
あなたの性別： 




あり ・ なし 
家族構成（○をつけてください） 
  (1)親と子   (2)祖父・祖母、親と子   (3)その他（           ） 
お子さんの数 
   男児   人（年齢        ）  女児   人（年齢        ） 
住居形態（○をつけてください） 
   (1)一戸建て   (2)集合住宅（住んでいるのは    階） 
お子さんのお名前（カタカナで）： 
（             ） 
お子さんの性別 








①起床時刻（   時   分）ごろ  ②朝食（   時   分）ごろ 
③昼食（   時   分）ごろ    ④あそび（   時間   分）位 
⑤昼寝（   時間   分）位    ⑥おけいこ事（    時間   分）位 
⑦夕食（   時   分）ごろ    ⑧就寝時刻（    時   分）ごろ 
 
1－2. 現在の休日（幼稚園・保育園の休みの日）の過ごし方 
①起床時刻（   時   分）ごろ  ②朝食（   時   分）ごろ 
③昼食（   時   分）ごろ    ④あそび（   時間   分）位 
⑤昼寝（   時間   分）位    ⑥おけいこ事（    時間   分）位 





（                                        ） 
 
2－2. 今年度の 4月に 3歳児クラスに入園する前、お子さんは平日の日中、どのように過ごしていましたか？ 
 ① 幼稚園・保育園等の集団生活に所属（1日の半日以上・週 4日以上 ） 
 ② 幼稚園・保育園等の集団生活に所属（1日の半日以上・週 3日以下 ）  
 ③ 子育てサークル・お稽古事などの合計（1日数時間・週 4日以上） 
 ④ 子育てサークル・お稽古事などの合計（1日数時間・週 4日以上） 
 ⑤ 特に決まったスケジュールはない 
 ⑥ その他 
 
＜次からは、育児に関する質問です＞ 
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Q3. 育児に関して“主たる養育者”についてお尋ねします。 
3－1. あなたは、現在もご自分が育児に関して“主たる養育者”だと思いますか？ 
  (1) 主たる養育者である  (2) 配偶者等と半々である  (3) 従の養育者である 
 
3－2. 上記で回答した状況については納得していますか？ 
  (1) 納得している  →  Q4 へ進んでください。 
  (2) 時々、納得できないこともある (3)納得できないことが多い → 3－3へ進んでください。 
 
3－3. 上記で(2)と(3)に回答した方にお尋ねします。どのような状況になれば改善されると思いますか？ 
    ＊以下、複数回答可能です。 
  (1) 配偶者が育児にかかわるように意識が変わること (2) 社会制度が変わること 




  (1) 起床時間  (2) 就寝時間  (3) 食事にかける時間 (4) テレビなどを見る時間 
  (5) 食事を残さない       (6) 食事中のマナー  (7) 歯磨きをすること 
  (8) 衣類の脱ぎ着をきちんとすること      (9) 登園すること（休まない） 
  (10) 友達にいじわるをしないこと   (11) 家庭内であいさつをすること 
  (12) 知人にあいさつをすること    (13) 親の言うことを聞くこと  
  (14) けいこ事に休まず行くこと    (15) ぐずぐずいわないこと 
  (16) その他（具体的に：                                 ） 
 
4－2. あなたが比較的子どもの思う通りにさせていることは、どのようなことですか？ 
  (1) 起床時間  (2) 就寝時間  (3) 食事にかける時間 (4) テレビなどを見る時間 
  (5) 食事を残さない        (6) 食事中のマナー  (7) 歯磨きをすること 
  (8) 衣類の脱ぎ着をきちんとすること      (9) 登園すること（休まない） 
  (10) 友達にいじわるをしないこと   (11) 家庭内であいさつをすること 
  (12) 知人にあいさつをすること    (13) 親の言うことを聞くこと  
  (14) けいこ事に休まず行くこと    (15) ぐずぐずいわないこと 
  (15) その他（具体的に：                                 ） 
 
Q5. 育児をする上で、いま最も大切に思っていることは、どのようなことですか？（以下複数回答可）  
  (1) 健康であれば何もいうことはない     (2) 親子の気持ちが通じ合うこと 
  (3) 子どもがお友達と仲良くできること    (4) 園で先生や友達とうまくやっていくこと 
  (5) おとなのいうことをよくきく、素直な子どもであること 
  (6) おけいこ事などをとおして、持っている可能性を伸ばせるようにすること 
  (7) 子どもの気持ちを第一に考えて受けとめ、何よりも優先している 
  (8) 子どもが、将来自主的な人になれるように、意思表示ができるようにすること 
  (9) 一般的な成長の指標に遅れないように育てること 
  (10) その他（                                      ） 
 
Q6. 子どもが理由もなく機嫌が悪かったり、泣きやまないときには、どのように対処していますか？ 
  (1) 言葉かけて、気持ちをなだめる      (2) スキンシップをして、気持ちをなだめる 
  (3) 泣きやむまで放っておく         (4) 場所を変えるなど気分転換を図る 
  (5) 口で叱る                (6) 叩く 
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Q7. 現在（年少クラス終了時）、育児の中で最もうれしいこと、苦労していること、さらに、その対処法に
ついてお尋ねします。 
  ＊育児の上でうれしいこと（自由記載：                           ） 
 
  ＊苦労していること 
7－1. 子どものことについて   
(1) 泣いたり激怒するなど、感情が不安定なこと  (2 )落着きがなく何をするかわからないこと 
(3) 子どもの気持ちが分からないこと       (4) 日常の世話のすべてが大変である 
(5) 子どもがいうことを聞かない時があること   (6) 食べる量が多い･少ないなど食に関すること 
(7) 生活リズムや基本的生活習慣がつかないこと  (8) アレルギー疾患など、病気に関すること 
(9) ことばや発音に関すること          (10) 遊びに関すること  
(11) 特に苦労していることはない   (12) その他（                    ） 
 
7－2. 親自身のことについて 
(1) 自由な時間がとれないこと          (2) 自分の健康保持、体調不良  
(3) 仕事と育児の両立              (4) 配偶者の協力が得られないこと 
(5) 親達の口出し                (6) 親しいママ友が得られないこと 
(7) 経済的なこと                (8) 家事一般や食事作りが煩わしい 
(9) 世の中から取り残されていうように感じること (10) 特に苦労と思うことはない 
(11) その他（                                 ） 
 
7－3. 上記（7-1・2）の困り事にどのように対処をしますか？ 該当する全ての数字に○をしてください。 
  (1) 具体的な解決策を積極的に探す  (2) その場、その場をしのぐ 
  (3) 誰かに話す：①夫 ②父母 ③義父母 ④兄弟姉妹 ⑤友人知人等 ⑥インターネットなどに書き込む 
           ⑦保育者   ⑧ママ友達      ⑨その他：（             ） 
  (4) 気分転換をする：①寝る･食べる･入浴 ②喫煙･飲酒 ③趣味 ④その他：（        ） 
  (5) 自分の時間を積極的に作る：①夫に預ける ②親に預ける ③預かり保育やベビーシッターなどの利用 
                  ④外食利用 ⑤掃除･買い物･調理等の家事委託 ⑥その他（   ） 
  (6) 行動を起こす：①子育てサークルを作る ②仕事に就く ③その他（           ） 
  (7) 知識の習得 ：①本 ②ネット ③保育者 ④先輩やママ友のアドバイス ⑤電話相談･相談機関の利用 
  (8) 八つ当たりをする：①子ども ②子ども以外の人 ③ペットや植物 ④物 
  (9) 特に何もしない： ①そんなに苦にならない ②いつのまにか忘れる ③一人で耐える 




①起床時刻（   時   分）ごろ   ②朝食（   時   分）ごろ 
③夕食（   時   分）ごろ     ④寝時刻（    時   分）ごろ 
 
8－2. 「お子さんの幼稚園・保育園の休みの日」の過ごし方 
①起床時刻（   時   分）ごろ   ②朝食（   時   分）ごろ 
③夕食（   時   分）ごろ     ④就寝時刻（    時   分）ごろ 
 
Q9. 子どもの生活時間に関して、また育児について、今の世の中に欠けていると思われること、子どもの将
来について心配されていること、このアンケートについてお気づきのことなど、裏面を使っていただい
て、どのようなことでも自由にお書きください。 
 
ご協力ありがとうございました。 井狩芳子（和泉短大）・窪龍子（実践女子大学） 
